
松柏砂海
しょう はく さ かい

「松柏砂海」 は、 日本庭園の一形式であり、

禅の精神を表現するために作られました。

この庭園は砂と石を用いて自然の風景を

象徴的に再現しています。 砂に描かれた模様は

海や川を表し、 石や苔で構成された島や山が

配されています。 庭全体は静寂と調和を重んじ、

心を静める場所としての役割を果たします。

松柏砂海は見る人に自然の美しさと人生の無常

を感じさせると同時に、 瞑想や内省の場としても

親しまれています。

コンセプト

古来からある精神を表現する空間


